
代表質問
会派の代表者が施政方針や予算案の大要に対して質問しました。
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水
道
タ
ン
ク
の
耐
震
化
な
ど
将
来
的
な
防
災
力
強
化
へ
の
見
通
し

防
災
・
減
災
体
制
の
強
化
と
人
材
育
成
の
取
り
組
み

 

誰
も
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
構
築
に
向
け
て

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
、
三
島
市
の
防
災
の
成
果
と
展
望

三
島
市
か
ら
若
い
世
代
の
流
出
が
目
立
つ
現
況
へ
の
見
解
と
対
策

高
齢
者
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
移
住
・
定
住
の
促
進

ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
す
る
「
共
創
」
の
実
現
へ
の
取
り
組
み

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
市
長
の
考
え
方
・
方
向
性
と
は

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
市
内
事
業
者
へ
の
支
援
策
は

協
働
か
ら
共
創
へ
進
化
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
は

コ
ロ
ナ
禍
が
生
ん
だ
移
住
促
進
の
チ
ャ
ン
ス
を
ど
う
生
か
す
か

２
月
３
日
の
最
大
震
度
６
強
の

地
震
は
東
日
本
大
震
災
の
記
憶

と
恐
怖
を
呼
び
戻
し
、
コ
ロ
ナ
対
策
で
清

潔
な
水
の
重
要
性
が
増
す
中
で
、
断
水
の

発
生
が
報
じ
ら
れ
た
。
最
重
要
な
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
「
水
道
」
の
現
状
に
お
け
る
問
題

点
を
踏
ま
え
、
将
来
の
見
通
し
を
伺
う
。

問
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
避
難
所
運

営
に
必
要
な
物
品
お
よ
び
資
機

材
の
備
蓄
と
、
そ
れ
を
活
用
し
た
避
難
所

開
設
訓
練
な
ど
、
地
域
防
災
力
の
向
上
が

大
切
で
あ
る
。
今
後
地
域
防
災
を
担
う
人

材
の
育
成
と
、
防
災
・
減
災
体
制
の
強
化

に
つ
い
て
取
り
組
み
を
伺
う
。

問

歳
を
重
ね
て
も
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ｂ
を

担
う
互
助
組
織
の
拡
大
や
専
門
的
な
介
護

保
険
施
設
の
整
備
が
必
要
と
考
え
る
が
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
見
解
を
伺
う
。

問
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や
、
近

年
全
国
各
地
で
発
生
し
て
い
る

水
害
な
ど
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
を

節
目
と
し
て
、
三
島
市
の
防
災
の
進
化
を

振
り
返
っ
て
は
ど
う
か
。
10
年
の
取
り
組

み
の
成
果
を
踏
ま
え
た
上
で
、
今
後
の
三

島
市
の
防
災
へ
の
展
望
を
伺
う
。

問

高
校
卒
業
時
の
進
学
や
就
職
な

ど
に
よ
り
、
若
い
世
代
の
流
出

が
多
い
。
三
島
市
の
移
住
定
住
施
策
は
手

厚
い
が
、
近
隣
市
町
の
よ
う
な
若
者
の
流

出
を
防
ぐ
た
め
の
施
策
と
い
う
視
点
が
見

え
な
い
。
こ
の
現
況
へ
の
見
解
と
、
そ
の

対
策
を
伺
う
。

問
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
収
束
の
カ
ギ

と
な
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
、
４

月
か
ら
集
団
接
種
で
開
始
さ
れ
る
が
、
身

体
的
に
移
動
が
困
難
な
高
齢
者
施
設
等
の

入
居
者
や
在
宅
介
護
の
方
、
ま
た
75
歳
以

上
で
会
場
ま
で
徒
歩
な
ど
の
移
動
手
段
が

難
し
い
方
へ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

問

進
学
や
就
職
を
機
に
多
く
の
若

者
が
都
市
圏
へ
流
出
し
て
い
る

が
、
テ
レ
ワ
ー
ク
等
に
よ
る
働
き
方
や

価
値
観
の
見
直
し
に
よ
り
、
一
極
集
中
か

ら
地
方
分
散
へ
、
社
会
構
造
の
変
化
も
期

待
さ
れ
る
。
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
緩
和

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
見
解
を
伺

う
。 問

コ
ロ
ナ
禍
で
社
会
が
一
変
し
、

地
域
の
絆
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。

第
５
次
総
合
計
画
で
掲
げ
た
「
共
創
」
の

実
現
に
向
け
て
は
、
市
民
や
民
間
の
参
画

が
鍵
を
握
る
。
自
治
会
連
合
会
な
ど
地
域

の
団
体
や
市
民
と
の
相
談
姿
勢
を
ど
う
変

革
し
て
い
く
の
か
取
り
組
み
を
伺
う
。

問

令
和
２
年
度
は
コ
ロ
ナ
に
よ
っ

て
世
界
中
が
変
化
し
、
指
導
者
た

ち
は
正
解
の
な
い
判
断
を
求
め
ら
れ
続
け

た
。
令
和
３
年
度
の
コ
ロ
ナ
の
状
況
・
影

響
を
豊
岡
市
長
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
三

島
市
の
進
む
べ
き
「
方
向
性
」
は
ど
う
あ

る
べ
き
だ
と
判
断
し
た
の
か
伺
う
。

問
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
み
し
ま
経
営

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
、
専
門

家
チ
ー
ム
の
派
遣
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

支
援
を
し
て
き
た
と
認
識
し
て
い
る
が
、

国
の
各
種
支
援
策
の
申
請
書
類
作
成
を
は

じ
め
、
市
内
事
業
者
の
皆
さ
ま
へ
の
切
れ

目
の
な
い
支
援
に
つ
い
て
、
取
り
組
み
を

伺
う
。

問

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
が
進

展
す
る
中
、
複
雑
・
多
様
化
す

る
市
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
は
、
構
想
・

検
討
段
階
か
ら
の
市
民
・
団
体
等
の
皆
さ

ま
の
主
体
的
な
参
画
と
連
携
が
不
可
欠
と

考
え
る
が
、
そ
の
意
義
お
よ
び
具
体
的
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
見
解
を
伺
う
。

問
首
都
圏
か
ら
三
島
市
へ
、
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
で
令
和
２
年
度
は

転
入
超
過
と
な
っ
た
。
こ
の
移
住
促
進

の
チ
ャ
ン
ス
を
ど
う
生
か
せ
る
か
。
ど
う

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
込
み
、
ど
う
働
き
か

け
、
ど
う
さ
ら
な
る
成
果
に
つ
な
げ
る

か
、
令
和
３
年
度
の
本
市
の
取
り
組
み
を

伺
う
。

問

水
道
タ
ン
ク
の
耐
震
化
は
、
令

和
11
年
度
末
ま
で
に
は
、
全
て

完
了
す
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま

た
、
近
年
で
は
、
停
電
に
よ
る
断
水
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
危
険
が
伴
う
中
、
飲
料
水
の

確
保
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
た
め
、
リ
ス

ク
回
避
に
努
め
る
と
と
も
に
、
水
道
施
設

の
強
靭
化
を
よ
り
一
層
進
め
て
い
く
。

答
全
て
の
指
定
避
難
所
に
感
染
症
対

策
用
の
衛
生
用
品
や
パ
ー
テ
ィ

シ
ョ
ン
を
備
蓄
し
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
た

避
難
所
開
設
訓
練
を
実
施
し
た
。
ま
た
、

研
修
会
等
に
参
加
し
た
女
性
や
防
災
指
導

員
が
そ
の
知
識
を
自
主
防
災
組
織
に
還
元

し
、
新
た
な
人
材
育
成
を
図
り
、
地
域
防

災
力
強
化
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
る
。

答

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ｂ
の
基
盤
と

な
る
居
場
所
と
の
つ
な
が
り
を

絶
や
す
こ
と
な
く
継
続
的
に
活
動
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
地
域
密
着
型
事
業
所
の

整
備
を
計
画
的
に
進
め
る
。
今
後
も
引
き

続
き
、
高
齢
者
の
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
分
ら
し
く
生
活
し
、
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

答
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
受
け
、

公
助
で
は
各
種
計
画
の
整
備
や

多
く
の
資
機
材
の
整
備
充
実
を
図
り
、
共

助
で
は
自
主
的
な
避
難
所
運
営
の
実
現
に

力
を
入
れ
て
き
た
。
今
後
は
自
助
、
共
助

へ
の
意
識
の
転
換
が
さ
ら
に
図
れ
る
よ
う

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
周
知
と
地
区
防

災
計
画
の
作
成
を
支
援
し
て
い
く
。

答

進
学
や
就
職
を
機
と
し
た
若
者

の
転
出
を
防
ぐ
こ
と
が
重
要
で

あ
る
た
め
、
最
大
60
万
円
の
奨
学
金
返
還

支
援
補
助
金
、
ま
た
結
婚
に
伴
う
住
宅
取

得
、
引
越
費
用
等
を
支
援
す
る
結
婚
新
生

活
支
援
補
助
金
に
よ
り
移
住
定
住
を
促
進

す
る
。
三
島
の
魅
力
を
首
都
圏
等
の
若
者

に
強
く
発
信
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

答
高
齢
者
施
設
等
に
入
所
さ
れ
て

い
る
方
や
在
宅
介
護
の
方
な
ど

施
設
等
で
の
接
種
の
方
法
を
、
ま
た
徒
歩

で
移
動
す
る
こ
と
が
難
し
い
方
は
、
タ
ク

シ
ー
券
が
利
用
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い

る
。
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
が
、
迅
速
に

安
心
し
て
接
種
が
受
け
ら
れ
る
環
境
を
整

え
、
接
種
率
の
向
上
を
図
る
。

答
   

首
都
圏
等
の
方
々
に
移
住
先
の

候
補
と
し
て
選
ば
れ
る
よ
う
情

報
発
信
を
強
化
す
る
。
ま
た
、
Ｕ
タ
ー
ン

を
促
進
す
る
奨
学
金
返
還
支
援
補
助
金
の

活
用
、
少
子
化
対
策
と
流
出
防
止
を
図
る

結
婚
新
生
活
支
援
補
助
金
の
創
設
、
さ
ら

に
は
首
都
圏
か
ら
の
移
住
を
促
進
す
る
移

住
就
業
支
援
補
助
金
の
拡
充
を
行
う
。

答
令
和
２
年
度
は
自
治
会
に
関
係

あ
る
庁
内
各
課
に
よ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
た
。
令
和
３

年
度
は
自
治
会
連
合
会
と
の
話
し
合
い
の

場
を
設
け
る
予
定
で
あ
り
、
共
創
の
理
念

を
踏
ま
え
、
共
に
よ
り
良
い
地
域
づ
く
り

の
た
め
、
事
業
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
考

え
て
い
き
た
い
。

答

従
前
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下

さ
せ
る
こ
と
な
く
、
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
を
見
据
え
た
に
ぎ
わ
い
、
観
光
交
流

人
口
の
回
復
に
向
け
、
三
島
駅
南
口
再
開

発
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
、
企
業
誘
致

に
よ
る
雇
用
の
創
出
に
よ
り
、
持
続
的
発

展
に
つ
な
げ
る
一
層
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
。

答
専
門
家
チ
ー
ム
派
遣
事
業
で
は
、

令
和
３
年
１
月
末
時
点
で
の
実

績
16
件
の
う
ち
14
件
が
令
和
２
年
度
新
設

の
コ
ロ
ナ
枠
で
の
支
援
で
あ
っ
た
。
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

相
談
や
販
路
拡
大
等
デ
ジ
タ
ル
社
会
へ
の

対
応
に
傾
注
す
る
。
ま
た
補
正
予
算
に
か

か
る
事
業
を
順
次
実
施
し
て
い
く
。

答

共
創
と
は
事
業
の
計
画
段
階
か

ら
民
間
事
業
者
等
と
対
話
に
よ

り
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、
資
源
を
結
集
し
社

会
や
地
域
の
課
題
解
決
に
資
す
る
新
た
な

価
値
を
創
出
す
る
も
の
。
共
創
の
窓
口
を

設
置
し
、
民
間
事
業
者
か
ら
提
案
を
一
元

的
に
受
け
付
け
、
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
持
続
的
な
発
展
を
目
指
し
て
い
く
。

答
移
住
者
目
線
で
の
移
住
定
住

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
や
移
住
者
に
よ
る
本
市
で
の
魅
力
的
な

生
活
の
発
信
の
強
化
、
就
職
や
結
婚
時
に

必
要
な
支
援
、
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
の
新
た

な
ニ
ー
ズ
を
掴
ん
だ
取
り
組
み
、
こ
れ
ら

を
民
間
企
業
や
市
民
等
と
連
携
し
、
共
創

の
視
点
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

答
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